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魅力ある市川市にするための提言                    
 
 
 
 
①義務教育課程に限らず、高齢者の持つ知識や技術などを学校への人材とする学校支

援の推進。またその逆に子ども達が地域で活躍できる場所創り。 

 

②子育てしやすい市川市の実現 

 残念ながら市川市は、保育所が大きく不足しています。これでは若い人たちが、住

みやすいとは思えません。何としても保育所を増やす必要があります。 

 しかし、公立をつくると将来費用が負担増となるので、建設し運営は民間に委託す

る方式で増やす。 

 

③「人間尊重」「自然との共生」「協働による創造」の 3 つのキーワードを掲げた、市

川市の基本理念、基本計画等は素晴らしい内容だと思います。しかし、絵に描いた

餅の感じがするのは、その計画を誰がどうやって実施するのかという部分があやふ

やになっているからだと思います。 

「子育て」の分野で先進的事例と挙げられている流山市、松戸市、浦安市と市川市

の違いは「条例の有無」だと思います。 

流山市は「子育てにやさしいまちづくり条例」を、松戸市は「協働のまちづくり条

例」を平成 19 年に作っています。浦安市も市民参加推進条例を平成 16 年に作って

います。この条例の中で市・市民・事業者・学校等の役割を明記しています。 

松戸市や浦安市は、条例施行から 3～5 年たっているため見直しも行っています。 

この条例があるからという理由だけではないと思いますが、松戸市は今回の子ど

も・子育て新制度の地域子ども・子育て支援事業に新たに位置付けされた「利用者

支援事業」のモデル事業を地域子育て支援拠点等（市民活動団体・事業者が運営）

で実施し、全国的に事例として注目されています。 

 市川市も、市川市の子ども・子育て会議に先立ち、幼稚園・保育園・NPO・養成学

校等が連携して「市民版いちかわ子ども・子育て会議」を立ち上げ、内閣府の「地

方版子ども・子育て会議の取組事例に関する調査報告書」に取り上げられています。 

 市民の意識や取組みをバックアップするためにも、条例を制定し、それぞれの役割

１.子育て支援策について 
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を整理し、効率よく、安心して活動ができるようにしてほしいです。 

 現在本庁舎建て替えのワークショップが行われていますが、その中で、もっと早い

段階で市民の意見を集めて欲しい、もっと多くの人にわかりやすく説明をして欲し

いという意見が出ています。条例があれば、後手後手にまわってしまったり、その

場しのぎの対応になってしまう失敗は避けられるのではないでしょうか。 

 

④子育て世代に魅力ある子育て支援策を 

13 年 4 月 1 日現在の市川市の待機児童数は 336 人と県内 54 市町村で最多。保育所

の新増設や保育士人材確保への支援などを急ぎ、改善を図る必要。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤結婚が安心して出来る社会  

 仕事、住宅、子育てに関して 

 

⑥安心して働けるまち；・特に女性の就労支援⇒さまざまな働き方やトラブルにも臨

機応変に対応できる安価で多層的な保育施設の充実 

 

 

 

 

 

 

待機
児童数

常住人口
（25年4月）

待機
児童数

常住人口
（25年4月）

千 葉 市 32 962,424 野 田 市 6 155,170

船 橋 市 227 612,549 我 孫 子 市 0 131,948

松 戸 市 91 479,918 木 更 津 市 10 130,811

市 川 市 336 468,318 成 田 市 6 129,784

柏 市 117 404,949 鎌 ケ 谷 市 39 108,522

市 原 市 86 277,627 茂 原 市 0 90,832

八千代市 18 189,695 印 西 市 48 90,517

佐 倉 市 47 171,938 四 街 道 市 36 88,621

流 山 市 57 167,699 君 津 市 0 87,804

習志野市 47 165,399 ～ ～ ～

浦 安 市 82 162,489 県 合 計 1,340 6,184,553

出所：千葉県
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①介護をしながら仕事を継続出来る社会 

 在宅介護を進めるには介護をしている家族のケア―が必要、特に男性は介護のため

に退職し生活にも影響する。 

 

②健康で明るい市川市づくり 

 病院は病気になってから行くところで、病気を予防するところではない。市民が病

気にならないようにするのが地方公共団体の役目で、そうすることにより市民は明

るくなり、医療費の増高も抑えることができる。そのため、健康増進センターを増

やす必要がある。 

 

 

①起業家の事業紹介や市民交流の場を創り、市内外へＰＲ。本業ではなくとも得意分

野を社会貢献できる機会とする。 

 

②物価が安く、こぎれいで活気がある商店街や飲食街；モノの値段等でお得感を感じ

させる店（東京や他市に行かなくても買い物したくなる）⇒競合、地域通貨・地域

振興券 

 

③税金や公共料金が安いまち、将来にツケをまわさないまち；（行財政改革などの別

テーマ） 

 

 

 

①魅力ある市川市にするための提言として、「安全、安心のための ICT の活用」を提

案させていただきます。具体的には、産官学共同の市川コミュニティネットワーク

を構築・運用し、首都圏直下型、東南海沖地震にそなえるための仕組みをつくるこ

とで、市川市の安心安全なイメージづくりに貢献するとともに、平時にはそれぞれ

の市民ニーズのマッチングを行うことで、活気のある街づくりに ICT を活用する

という提案です。 

詳しくは、別途 PDF の資料を作成しましたのでご参照ください【資料編参照】。 

２.健康・福祉対策ついて 

４.ＩＣＴの活用について 

３.地域経済対策について 
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①立地の良さを生かした若い世代に魅力ある街づくり 

・特に、本八幡地区は 13 年 9 月に京成電鉄グループの本社移転や再開発により高

層マンションが建設されるなど、高級住宅が形成され、エリア一体に賑わいが創

出されている。都営新宿線の起終点になっているのも、若い世代に人気。 

・賑わいの創出は、地価上昇の押し上げ要因となり、結果的に固定資産税の増収に

つながるとともに、若い世代にも魅力を増し、街に活気が出てくる。 

・市川市、浦安市、船橋市、習志野市の湾岸部では、物流施設用の土地が殆どなく

なっていることもあり、物件の売り情報が出ると高値がつく状態。2～3 年前ま

では考えられない価格で購入する先も出てきており、「市況が過熱しすぎている」

との声もある。 

 
 

②外環道全面開通効果を市川市の活性化に活かす 

・千葉県区間は、市川市高谷から松戸市小山(こやま)に至る 12.1 ㎞。完成は当初計

画の 2015 年度から遅れて 2017 年度の予定。 

・国交省の調査によれば、県道の市川松戸線、松戸原木線、市川柏線等の交通渋滞

が激しく、特に、市川松戸線では渋滞損失時間は全国平均の 10 倍近くに達する。 

・外環道全面開通により、市川松戸線の渋滞損失時間は約８割削減されるので、そ

れだけで市川市の交通インフラ魅力は大きく向上する。 

・計画では、外環道の市川北ＩＣ付近に道の駅が建設されるので、周辺住民や外環

道利用者の交流拠点として、魅力を高めるチャンス。 

５.まちづくりについて 

≪都市基盤整備関連≫ 

＜14年3月18日　国交省発表の公示地価＞

千葉県内市区町村別平均変動率順位 （単位：％）

全用途 住宅地 商業地 工業地

1 君津市（3.1） 君津市（3.4） 君津市（3.1） 市川市（3.4）

2 木更津市（1.9） 木更津市（2.3） 船橋市（1.8） 浦安市（2.7）

3 船橋市（1.4） 習志野市（1.6） 稲毛区（1.8） 柏市（2.6）

4 習志野市（1.4） 船橋市（1.3） 市川市（1.7） 船橋市（1.6）

5 市川市（1.2） 稲毛区（1.0） 木更津市（1.2） 美浜区（0.5）

県全体 0.1 0.0 0.3 0.4

<参考　6位　市川市（1.0）>
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③利便性の高い道路；・渋滞（特に南北間）が発生しにくい道路づくり⇒京成線との

立体交差推進（早く計画し働きかけないと何時までたってもできない）。右折レー

ンや時差式信号の整備 

 

④公園整備、町の緑化；・埃や泥だらけにならない公園（球技や幼児の遊びには適し

ても、やすらげない）⇒芝生化など。花は良い試みだが、樹木は黒松以外も考慮し

てほしい。 

 
⑤適切なゴミ処理・下水処理と洪水対策←一部地域や大雨時以外は改善されてきたと

は思うが。 

 
⑥公共施設の計画的な改修・整備・必要に応じた統廃合；・（豪華なものは必要ない

がバラマキ・予算不足で整備が行き届かないものは使い勝手も印象も悪い。） 

 ⇒前回答申 

 

 

 

①大学・高校と自治会等が連携し、地域の空き家を利用した店や作業所など。 

 

②空家の利用 

 市内には空家が多く防犯面でも不安です。条例が施行されても現状はそのままです。

手直しをし、シェアハウスとして利用する。 

  

③安心・安全なまち；・防犯⇒町内会や学校等を通した住民意識の向上。防犯灯・防

犯カメラの整備）、・交通安全⇒教育や取締による交通モラル維持、歩道の分離など 

 

④メリハリある都市空間；・良好な住宅環境の維持⇒建築基準の厳守、空家や不良建

造物の排除（固定資産税制の見直し） ・中心街の活性化⇒建築条件（容積率等）

の緩和 

 

 

 

≪施策・事業関連≫ 
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⑤神輿のまち「行徳」をＰＲ 
 
（１）背景 

行徳は戦国時代から、戦の必需品である「塩」づくりが盛んでした。特に徳川幕府

時代では、莫大な開発費と運営費が、行徳の地に降りたと伝えられております。 

塩産業を軸に、行徳は古くから海苔や魚介類に代表されるように、江戸時代から漁

業・農業が栄えた土地だけでなく、成田街道の入口として、人や物の交流か盛んとな

り、宿場まち・港まちとして栄えた地域でした。 

自然の恵みで豊かになった人々は、その恩恵に感謝し、神社やお寺を建造するために

惜しみないお布施を出し、全国にも類を見ない、神社仏閣のまちとして今もなお、そ

の伝統的芸術を世に送りだしております。 

 

（２）希少な伝統 

その「匠と技」を活かして、行徳には伝統的な宮大工の真髄が生成され、その技術

の集約と象徴として、『神輿づくり』が盛んになり、全国にも類を見ない神輿の発祥

の地として有名になりました。神輿のおいては、実に全国の４割が行徳の神輿といわ

れておりますが、意外や地元の人々に知られていないのが現状です。特に近郊では、

浅草、鳥越、神田、佃、深川、浦安等々、有名なまつりの随所に、行徳の神輿が存在

しております。 

行徳を代表する神輿屋は、後藤・浅子・中台の御三家がありましたが、今や中台製作

所だけで、その貴重な伝統芸術を後世まで残そうと孤軍奮闘しております。 

 
（３）温故知新と新旧融合 

今や行徳の繁栄も、豊な漁場や秋の収穫という一次産業から、今では首都圏のベッ

トタウンとして、サービス産業に移管されました。しかし利便性が高い地域ゆえ、あ

まりにも急進的な発展と人口増加の中で、新旧市民の交流や、伝統と歴史のまち「行

徳」が、地元市民に知られていないことも否めません。 

本年、市政８０周年を迎え。また第１０回目の開催となる「行徳まつり」実行委員会

との協働の元、市民が融合し、新たな市川市のまちづくりを、皆の手でつくり上げて

ゆくときです。 
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（４）具体的な活動として 

東西線「行徳、南行徳、妙典」各駅には、「ようこそ神輿のまち『行徳』へ」とい

う横断幕を東京メトロの協力の元、掲げます。特に人口流動率の高い行徳地区におい

て、新しく流入する市民に対して誰しもが思う「なに？これ？みこし？」をトリガー

に、ＣI を高めるきっかけづくりを仕掛けます。さらに、神輿のモニュメントや屋号

（または氏名）が記名された提灯を駅前公園（行政管轄内）に掲げます。 

資金としては、多くの市民からの寄付を募り、完成のあかつきに帰属意識（活動に参

加）を高めることが大事ですが、このようなケースの多くは企業の協賛なくしては、

カタチになりません。この点については、行政協働の元で行われることが基本です。 

 
 
 
 
 
①年代や使い方を限定した場所ではなく、ＮＰＯ団体でも地域の一人でも誰もが立 

ち寄ることができる居場所創り。 

 
 
 
 
 
①高齢化が進むにつれて、有効票数に占める割合の低下により、若者世代（10 代～

30 代？）の意志が行政に反映されにくくなりつつあります。それにより高齢者優

先の行政になり、市川市からの若者離れが進み、さらに高齢化が加速するという悪

循環に陥る恐れがあります。それを回避するためには、出産・育児支援、若者の就

業支援といった個別の政策の充実だけでなく、若者世代の意志が行政全般に反映さ

れやすい仕組みを、選挙→市議会というルートとは別に確保する必要があるように

思います。例えば以下のような方法が考えられます。 

・市役所内の各部署に、20 代 30 代の職員のみから構成されるタスクフォースを形成

し、部署内の案件について必ず若者世代の見地から意見する制度を作る。 

・同時に、市役所内を横断して若者世代の利害を集約する組織を設置する（現状は、

子育てや教育、労働などの各部署に分断されている）。 

・市政戦略会議のように市民や有権者から意見を取り入れる際も、極力世代のバラン

スが均等になるようにあえて工夫する。 

６.協働について 

７.若年層支援策について 
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以上のいわば若者世代のアファーマティヴ・アクションは、実年齢が 20 代 30 代でな

くとも、それらの世代の利害の立場に立って考え意見することを事前に決めておけば、

誰でも務めうると思います。特に 10 代以下については、別の年齢の人があえて代表

する必要があります。特に行財政改革については、あえて若者世代・将来世代の見地

から意見する役割の人が不可欠に思います。 
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建議 ： 市川市における今後の行政サービスについて 

審議事項１ ： 魅力ある市川市にするための提言 

審議事項２ ： 行財政改革に関する提言 

 
【例】 
 
 １．子育て支援策について   ２．地域経済対策について 
 
 ３．健康・福祉対策について  ４．ＩＣＴの活用について 
 
 ５．まちづくりについて    ６．協働について 
 
 ７．若年層支援策について   ・・・・・・ 
 

◇少子高齢化の進展や住民ニーズの多様化等に対し、市政戦略会議各委員の専門

的見地から、「街」としての魅力を高めるための様々な提言をするもの。 

◇厳しい財政状況に対応するための行財政基盤づくりに関して、これまでの総括的

な提言、あるいは全く新しい視点から行財政改革についての提言をするもの。 

 
【例】 
 
 ８.行財政基盤の構築について 
 
 
 
 ※「審議事項２」については、第３回市政戦略会議において審議する

予定。 

建議イメージ図 
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https://www.npo-homepage.go.jp/data/report33.html 
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http://www.pref.tottori.lg.jp/223282.htm 

 

 

http://www.jnpoc.ne.jp/download/research_2_1-SupportLow.pdf 

 

 

 

http://www.city.yamato.lg.jp/web/katudo/suisinkaigi.html 

 

 

 

http://sustainability.go.jp/forum/projects/index.html 
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